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　私は，昨年2017年８月18日，東京・市ヶ谷の歯科医
師会館にて行われた日本歯科医師会／デンツプライ・
シロナ共催 SCRP（スチューデント・クリニシャン・
リサーチ・プログラム／ Student Clinician Research 
Program）日本代表選抜大会に出場いたしました。こ
の大会では，毎年夏季に全国の大学から選出された歯
科学生１名ずつが集い，基礎あるいは臨床分野での研
究発表を行います。各発表者は，審査員を前にして研
究内容を英語でプレゼンテーションし，その評価を競
います。私は，選択科目として行っている口腔生化学
分野の研究について，基礎部門での発表を行いまし
た。今回は惜しくも上位入賞を逃しましたが，とても
貴重な体験をさせていただき，多くのことを学ぶこと
ができました。そこで，この場をお借りし，今回の研
究発表について体験記という形で報告させていただき
ます。

　私は３年生の時に，研究活動に加え，将来必要とさ
れる医学英語の学習もできるという点に魅力を感じ，
生化学分野のゼミに入りました。その時は自分が
SCRPに出場することになるとは微塵も思っていませ
んでした。３年生の間は，Western blottingや PCRな
どの基本的な実験をさせていただき，研究の際に必要
な手技を学びました。４年生になって，生化学分野の
教授でおられる松口先生から SCRPへの参加を勧めら
れました。これに対して，過去に出場された先輩方の
輝かしい成績を見てきたのでプレッシャーを感じ，数
日ほど悩みました。しかし，上手くいかなくても貴重
な体験をさせてもらえるせっかくのチャンスであり，
時間的に余裕のある今のうちにやってみようと思い，
出場することにしました。

　SCRP出場にあたり，まず研究内容を決めました。
私は，以前から興味があり，この講座で解析されてい
る内容でもある，骨再生のメカニズムについて取り組
むことにしました。そして，今回「骨形成タンパク質

９（BMP9）は骨芽細胞における Notchエフェクター
分子 Hes1の発現を誘導する：その分子機構および機
能的意義についての解析（英語演題：Bone morphogenetic 
protein 9（BMP9）induces the expression of Hes1, an effector 
molecule of Notch signaling, in osteoblasts：Analysis of its 
molecular mechanisms and functional roles」という演題で発
表を行いました。骨形成タンパク質（BMP）は，そ
の名の通り骨形成能を有する一群のサイトカインで
す。その中でも特に BMP9は，強い骨芽細胞分化促進
能を有し，歯周病による歯槽骨吸収や顎骨欠損などの
口腔疾患における骨再生療法への応用が期待されてい
ます。結果としてまず，骨芽細胞内での BMP9による
Hes1発現誘導は Notch非依存性であることが明らかに
なりました。さらに，BMP9による骨芽細胞分化誘導
における Hes1の機能的役割を調べるために，siRNA
によって Hes1をノックダウンした骨芽細胞を BMP9
で刺激し，細胞内シグナル伝達に対する影響を調べま
した。すると，Runx2や Osxなどの骨形成マーカーの
発現上昇，BMPシグナルのメディエーターである
MAPキナーゼのリン酸化促進，ネガティブフィード
バックとしてMAPキナーゼを不活性化する DUSPの
発現上昇抑制が見られました。つまり，Hes1がノッ
クダウンされた骨芽細胞では DUSPの発現上昇が抑
制されているため，BMP9で刺激するとMAPキナー
ゼのリン酸化が促進され，骨形成マーカーの発現が増
加したと考えられます。以上のことにより，Hes1は
BMP9シグナルのオートフィードバック阻害機構の１
つとして成立していることが考えられます。したがっ
て，Hes1の阻害を行うことで，BMP9による骨誘導作
用を増強できる可能性が考えられ，臨床応用も可能に
なるかもしれません。この研究はまだ進行中であり，
現在 Hes1発現誘導プラスミドを作り，それを骨芽細
胞に導入して Hes1を強制発現させようとしていると
ころです。この細胞を BMP9で刺激し，骨芽細胞機能
に対する Hes1強制発現の影響を調べたいと考えてい
ます。






